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マフラク・セメント工場建設事業 国家農業信用計画

■借款概要

■事業概要

同国のセメント需要の増加に対処するため、同国第

２の都市タイズの西方に位置するマフラクに、同国で

豊富に算出する石灰石を利用したセメント一貫プラン

トを建設するもの。

■評価結果

本工場の操業当初、セメントの生産量は機器の故障

等により一時計画値を下回っていたものの、その後順

調に増加し、1999年には計画値を上回る546千トン/年

を達成し、また、過去３年間の稼働率は80%超を維持

している。

本工場で生産されたセメントは、国内における消費

量の約4分の1を占めており、セメント需給ギャップを

補填すると共に、1998年には約24.7百万ドルの外貨を

節約する効果を上げる等、同国の国際収支改善に貢献

したといえる。

本工場の生産量は年々向上しているものの、実施機

関であるイエメン・セメント公社が所有する他工場に

比べ、電力料金等コストが高く収益性が低い。かかる

問題に対しては、援助効果促進調査（SAPS）を通じ

て、今後の対応策につき支援を行っている。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

22,070百万円／22,068百万円

1988年11月

金利1.5％、返済30年(据置10年)

1997年12月

本事業により建設されたセメント工場

イエメン

マフラク・セメント工場建設事業

■借款概要

■事業概要

同国政府の指導のもとで国立農業信用公庫が実施す

る農業信用拡大プロジェクトを支援することにより、

農業生産、漁業生産、小規模農産物加工生産の改善と

ともに、中小規模農民及び沿岸漁民の民生向上に資す

るもの。

■評価結果

本事業の円借款資金は、小規模農家・中規模農家・

中小農産物関連産業・沿岸漁業の各エンドユーザーの

事業に充てられ、生産に寄与したものとみられる。ア

プレイザル時には本事業の効果・インパクトとして、

国民の食生活の向上、食糧自給率の向上、輸出の促進、

地方農村部の活性化、雇用の増大など、特に小規模農

家を中心とする地方農業従事者の貧困撲滅・生活水準

向上への貢献が期待されていたところ、無作為で選択

したエンドユーザーへの面談調査によると、本事業は

エンドユーザーからも支持されており、各セクターに

対して一定の貢献を果たしていると推察できる。

実施機関は現在、経営5ヵ年計画（～2003年）で、

財務内容の健全化、不良債権への対応、組織改革、経

営能力の向上、コンピュータ化の推進等に取り組み、

組織改革・改善策を実施中である。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

13,319百万円／13,259百万円

1993年9月

金利3％、返済30年（据置10年）

1998年1月

エンドユーザー所有の養鶏場

モロッコ

国家農業信用計画


